
September 29, 2019

神の愛の愛愛
ヨナ 4:5-11

4:5 ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作の愛東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作の愛方にすわり、そこに自分で仮小屋を作にすわり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作そこに自分で仮小屋を作で仮小屋を作仮小屋を作を作作

り、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作の愛中で何が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていで仮小屋を作何が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていこるかを作見きわめようと、その陰の下にすわっていきわめようと、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛陰の下にすわっていの愛下にすわっていにすわってい

た。

 4:6 神の愛で仮小屋を作ある主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛とうごまを作備え、それをヨナの上をおおうようえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作それを作ヨナの愛上をおおうようを作おおうよう

に生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされえさせ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされの愛頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされの愛上をおおうようの愛陰の下にすわっていとして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナの愛不きげんを直そうとされきげんを作直そうとされそうとされ

た。ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛とうごまを作非常に喜んだ。に喜んだ。んだ。

4:7 しかし、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作翌日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのの愛夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのけに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一匹の虫を備えられた。虫がそのの愛虫を備えられた。虫がそのを作備え、それをヨナの上をおおうようえら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れた。虫を備えられた。虫がそのが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていその愛

とうごまを作かんだの愛で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作とうごまは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作枯れた。れた。

4:8 太陽が上ったとき、神は焼けつくような東風を備えられた。太陽がが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい上をおおうようったとき、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作焼けつくような東風を備えられた。太陽がけつくような東風を備えられた。太陽が東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作風を備えられた。太陽がを作備え、それをヨナの上をおおうようえら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れた。太陽が上ったとき、神は焼けつくような東風を備えられた。太陽がが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい

ヨナの愛頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされに照りつけたので、彼は衰え果て、自分の死を願って言った。りつけたの愛で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作衰え果て、自分の死を願って言った。え果て、自分の死を願って言った。て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作の愛死を願って言った。を作願って言った。って言った。った。

「私は生きているより死んだほうがましだ。」私は生きているより死んだほうがましだ。」は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされきているより死を願って言った。んだほうが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていましだ。」

4:9 すると、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナに仰せられた。「このとうごまのために、あなたせら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れた。「私は生きているより死んだほうがましだ。」この愛とうごまの愛ために、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作あな東風を備えられた。太陽がた

は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作当然のことのように怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るの愛ことの愛ように怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るるの愛か。」ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作言った。った。「私は生きているより死んだほうがましだ。」私は生きているより死んだほうがましだ。」が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい死を願って言った。ぬほど怒る怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るる

の愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作当然のことのように怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るの愛ことで仮小屋を作す。」

4:10 主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作仰せられた。「このとうごまのために、あなたせら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れた。「私は生きているより死んだほうがましだ。」あな東風を備えられた。太陽がたは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作で仮小屋を作骨折らず、育てもせず、一夜ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作育てもせず、一夜てもせず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一夜

で仮小屋を作生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一夜で仮小屋を作滅びたこのとうごまを惜しんでいる。びたこの愛とうごまを作惜しんでいる。しんで仮小屋を作いる。

4:11 まして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作わたしは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽が町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ニネベを惜しまないでいられようを作惜しんでいる。しまな東風を備えられた。太陽がいで仮小屋を作いら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れよう

か。そこには町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作右も左もわきまえない十二万以上の人間と、数多くの家も左もわきまえない十二万以上の人間と、数多くの家もわきまえな東風を備えられた。太陽がい十二万以上をおおうようの愛人間と、数多くの家と、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作数多くの家くの愛家

畜とがいるではないか。」とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていいるで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がいか。」

　一、ヨナの預言ヨナの預言の預言預言

　「私は生きているより死んだほうがましだ。」みんな東風を備えられた。太陽が、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作お魚に食べられた人のこと知ってる？ お魚を食に食べられた人のこと知ってる？ お魚を食べら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れた人の愛こと知ってる？ お魚を食ってる？ お魚に食べられた人のこと知ってる？ お魚を食を作食べられた人のこと知ってる？ お魚を食

べた人じゃな東風を備えられた。太陽がいよ。お魚に食べられた人のこと知ってる？ お魚を食を作食べられた人のこと知ってる？ お魚を食べた人な東風を備えられた。太陽がら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作いっぱいいるけど怒る、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

お魚に食べられた人のこと知ってる？ お魚を食に食べられた人のこと知ってる？ お魚を食べら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れた人って、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作めったにいな東風を備えられた。太陽がいよね。」私は生きているより死んだほうがましだ。」は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作子どど怒る

もたちにヨナの愛ことを作話す時は、いつもそう言って始めます。す時は、いつもそう言って始めます。は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作いつもそう言った。って始めます。めます。

ヨナの愛ストーリーは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作子どど怒るもたちが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい好きなお話のトップテンに入きな東風を備えられた。太陽がお話す時は、いつもそう言って始めます。の愛トップテンに入に入

るで仮小屋を作しょう。けれど怒るも、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作たんな東風を備えられた。太陽がる物語のキャラクターでの愛キャラクターで仮小屋を作

は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がく、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作歴史上をおおうようの愛人物で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」ヨナ書」はたんなる物語ではな」は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作たんな東風を備えられた。太陽がる物語のキャラクターでで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽が

く、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作の愛メッセージ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作大きな町ニネベを惜しまないでいられよう切な真理を明らかにしている「預な東風を備えられた。太陽が真理を明らかにしている「預を作明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作かにしている「私は生きているより死んだほうがましだ。」預



言った。」の愛書」はたんなる物語ではなで仮小屋を作す。

　聖書」はたんなる物語ではなで仮小屋を作ヨナの愛名前が最初に出てくるのは列王記第二が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい最初に出てくるのは列王記第二に出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作てくるの愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作列王記第二 14:23-25

で仮小屋を作す。こう書」はたんなる物語ではなかれています。「私は生きているより死んだほうがましだ。」ユダの王ヨアシュの子アマツヤの愛王ヨアシュの子アマツヤの愛子どアマツヤ

の愛第十五年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛王ヨアシュの子アマツヤの愛子どヤロブアムが王とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい王と

な東風を備えられた。太陽がり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作サマリアで仮小屋を作四十一年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王と間と、数多くの家、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作王で仮小屋を作あった。彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛目に悪でに悪でで仮小屋を作

あることを作行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤロブい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とに罪を犯させたネバテの子ヤロブを作犯させたネバテの子ヤロブさせたネバテの愛子どヤロブ

アムが王との愛すべての愛罪を犯させたネバテの子ヤロブから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作離れなかった。彼は、レボ・ハマテかられな東風を備えられた。太陽がかった。彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作レボ・ハマテから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

アラバの愛海までイスラエルの領土を回復した。それは、イスラまで仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛領土を回復した。それは、イスラを作回復した。それは、イスラした。それは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラ

エルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛神の愛、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛しもべ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ガテ・ヘフェルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王と出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作身の預言者、の愛預言った。者、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

アミタイの愛子どヨナを作通して語られたことばのとおりであっして語のキャラクターでら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れたことばの愛とおりで仮小屋を作あっ

た。」イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作エフーが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていアハズの子ヨラムと母親のイの愛子どヨラムが王とと母親のイの愛イ

ゼベを惜しまないでいられようルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とを作滅びたこのとうごまを惜しんでいる。ぼして王とな東風を備えられた。太陽がり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛後、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛子ど孫、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作エホアハズの子ヨラムと母親のイ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

ヨアシュの子アマツヤ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヤロブアムが王とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい王とな東風を備えられた。太陽がりました。ソロモンに入の愛死を願って言った。後、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作北

王国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロを作作ったの愛も同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロじ名の愛ヤロブアムが王とで仮小屋を作すの愛で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作こちら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作の愛ヤロ

ブアムが王とは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」ヤロブアムが王と二世」と呼ばれます。ヨナは、おそらく」と呼ばれます。ヨナは、おそらくばれます。ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作おそら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作く

ヤロブアムが王と二世」と呼ばれます。ヨナは、おそらくの愛宮廷預言った。者の愛ような東風を備えられた。太陽が立場にあったのではないにあったの愛で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がい

かと思われます。われます。

　主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛ヨナにニネベを惜しまないでいられように行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤロブくようにお命じになりました。じにな東風を備えられた。太陽がりました。

ニネベを惜しまないでいられようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ティグリス川の上流にあり、アッシリアの首都でしの愛上をおおうよう流にあり、アッシリアの首都でしにあり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作アッシリアの愛首都でしで仮小屋を作し

た。アッシリアは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ソロモンに入の愛死を願って言った。後、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい南北に分で仮小屋を作かれ

たころから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作まわりの愛国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロ々を征服して大きくなり、イスラエルやを作征服して大きくなり、イスラエルやして大きな町ニネベを惜しまないでいられようきくな東風を備えられた。太陽がり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とや

ユダの王ヨアシュの子アマツヤにもその愛手を伸ばしていました。イスラエルから見れば敵を作伸ばしていました。イスラエルから見れば敵ばしていました。イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作見きわめようと、その陰の下にすわっていれば敵

国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロの愛ニネベを惜しまないでいられように行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤロブき、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ニネベを惜しまないでいられようの愛ために預言った。するな東風を備えられた。太陽がど怒る、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナにとっ

ては町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作我慢のならないことでした。ニネベには陸路を使って東にの愛な東風を備えられた。太陽がら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がいことで仮小屋を作した。ニネベを惜しまないでいられようには町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作陸路を使って東にを作使って東にって東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作に

向かうのですが、ヨナは港から船に乗って西へと、まったく逆かうの愛で仮小屋を作すが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作港から船に乗って西へと、まったく逆から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作船に乗って西へと、まったく逆に乗って西へと、まったく逆って西へと、まったく逆へと、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作まったく逆

の愛方にすわり、そこに自分で仮小屋を作向かうのですが、ヨナは港から船に乗って西へと、まったく逆に向かうのですが、ヨナは港から船に乗って西へと、まったく逆かいました。ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛預言った。者で仮小屋を作ありな東風を備えられた。太陽がが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作公

然のことのように怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒ると主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛命じになりました。令に逆らったのです。に逆ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ったの愛で仮小屋を作す。

　その愛ためヨナの愛乗って西へと、まったく逆った船に乗って西へと、まったく逆は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作嵐に遭いました。乗組員も乗客もに遭いました。乗組員も乗客もいました。乗って西へと、まったく逆組員も乗客もも乗って西へと、まったく逆客もも

この愛嵐に遭いました。乗組員も乗客もを作乗って西へと、まったく逆り切な真理を明らかにしている「預ろうと懸命じになりました。にな東風を備えられた。太陽がっていたの愛に、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ひとり船に乗って西へと、まったく逆



底で眠っていました。ヨナは自分のせいで嵐が来たことを知っで仮小屋を作眠っていました。ヨナは自分のせいで嵐が来たことを知っっていました。ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作の愛せいで仮小屋を作嵐に遭いました。乗組員も乗客もが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい来たことを知ったことを作知ってる？ お魚を食っ

ていたの愛で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作を作海までイスラエルの領土を回復した。それは、イスラに投げ込むように人々に言い、人々はやげ込むように人々に言い、人々はやむように人々を征服して大きくなり、イスラエルやに言った。い、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作人々を征服して大きくなり、イスラエルやは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作や

むな東風を備えられた。太陽がくそうしました。ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作海までイスラエルの領土を回復した。それは、イスラの愛深みに沈みましたが、主が備みに沈みましたが、主が備みましたが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい備え、それをヨナの上をおおうよう

えた大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽が魚に食べられた人のこと知ってる？ お魚を食に飲まれ、その中で生き延び、無事に陸に戻りままれ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛中で何が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていで仮小屋を作生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされき延び、無事に陸に戻りまび、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作無事に陸に戻りまに陸に戻りまりま

した。

　ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作結局ニネベに行って預言することになったのですが、ニネベを惜しまないでいられように行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤロブって預言った。することにな東風を備えられた。太陽がったの愛で仮小屋を作すが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

ヨナが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい伝えたのは「四十日するとニネベは滅ぼされる」というえたの愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」四十日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのするとニネベを惜しまないでいられようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作滅びたこのとうごまを惜しんでいる。ぼされる」という

言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのだけで仮小屋を作した。ニネベを惜しまないでいられようの愛町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤロブき巡るのに三日かかるほどのるの愛に三日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのかかるほど怒るの愛

大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽が町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作で仮小屋を作すの愛に、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作たった一日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのしかニネベを惜しまないでいられようの愛町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作で仮小屋を作預言った。

してません。それにもかかわら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナの愛言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのを作聞いたニネベいたニネベを惜しまないでいられよう

の愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作王から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作じまって、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作身の預言者、分で仮小屋を作の愛高い者も低いものも、家い者も低いものも、家いもの愛も、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作家

畜とがいるではないか。」まで仮小屋を作もが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作灰をかぶり、荒布をまとい、断食し、悔い改めまを作かぶり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作荒布をまとい、断食し、悔い改めまを作まとい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作断食べられた人のこと知ってる？ お魚を食し、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作悔い改めまい改めまめま

した。

　歴史の愛記録によるとアッシリア王アダド・ニラリのときアッによるとアッシリア王アダの王ヨアシュの子アマツヤド・ニラリの愛ときアッ

シリアの愛改めま革が行われ、アダド・ニラリに続く三人の王の間、が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤロブわれ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作アダの王ヨアシュの子アマツヤド・ニラリに続く三人の王の間、く三人の愛王の愛間と、数多くの家、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

アッシリヤの愛征服して大きくなり、イスラエルや政策が中断されたことが知られています。そが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい中で何が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい断されたことが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい知ってる？ お魚を食ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れています。そ

れは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヤロブアムが王と二世」と呼ばれます。ヨナは、おそらくが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていイスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とを作治めていた時（めていた時は、いつもそう言って始めます。（786-746

B.C.）と一致します。ヨナのニネベでの預言がアッシリアの政と一致します。ヨナのニネベでの預言がアッシリアの政します。ヨナの愛ニネベを惜しまないでいられようで仮小屋を作の愛預言った。が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていアッシリアの愛政

策が中断されたことが知られています。そを作変え、イスラエルはアッシリアの圧迫から救われて、失っえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作アッシリアの愛圧迫から救われて、失っから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作救われて、失っわれて、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作失っっ

た領土を回復した。それは、イスラを作取り戻すことができたのです。列王記第二り戻りますことが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていで仮小屋を作きたの愛で仮小屋を作す。列王記第二 14:25 に

「私は生きているより死んだほうがましだ。」彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされ（ヤロブアムが王と）と一致します。ヨナのニネベでの預言がアッシリアの政は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作…イスラエルの領土を回復した。それイスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛領土を回復した。それは、イスラを作回復した。それは、イスラした。それ

は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作…イスラエルの領土を回復した。それヨナを作通して語られたことばのとおりであっして語のキャラクターでら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れたことばの愛とおりで仮小屋を作あった」とある

ように、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナ書」はたんなる物語ではなに書」はたんなる物語ではなかれていることは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作歴史の愛事に陸に戻りま実なのです。な東風を備えられた。太陽がの愛で仮小屋を作す。

　二、ヨナの預言ヨナの預言の預言不満

　ヨナの愛預言った。は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作当時は、いつもそう言って始めます。の愛世」と呼ばれます。ヨナは、おそらく界に平和をもたらしたのですから、ヨに平和をもたらしたのですから、ヨを作もたら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作したの愛で仮小屋を作すから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨ

ナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作満足して当然でした。ところが、ヨナは不満でした。ニネして当然のことのように怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るで仮小屋を作した。ところが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作不きげんを直そうとされ満で仮小屋を作した。ニネ

ベを惜しまないでいられようの愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい悔い改めまい改めまめて、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい滅びたこのとうごまを惜しんでいる。ぼされな東風を備えられた。太陽がいで仮小屋を作いるの愛に我慢のならないことでした。ニネベには陸路を使って東に

が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていな東風を備えられた。太陽がら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がかったの愛で仮小屋を作す。ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい預言った。したように四十日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がその



してニネベを惜しまないでいられようが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい滅びたこのとうごまを惜しんでいる。びてしまえばよいと思われます。っていました。それで仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていニネベを惜しまないでいられようの愛町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作を作滅びたこのとうごまを惜しんでいる。ぼすの愛を作見きわめようと、その陰の下にすわってい届けようと、町を一望できる場けようと、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作を作一望できる場で仮小屋を作きる場にあったのではない

所に小屋を作ってニネベの町を見張っていました。ニネベの廃に小屋を作を作作ってニネベを惜しまないでいられようの愛町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作を作見きわめようと、その陰の下にすわってい張っていました。ニネベの廃っていました。ニネベを惜しまないでいられようの愛廃

墟には今でも高さには町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作今でも高さで仮小屋を作も高い者も低いものも、家さ 30 メートルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とほど怒るの愛「私は生きているより死んだほうがましだ。」ヨナの愛丘」と呼ばれる」と呼ばれます。ヨナは、おそらくばれる

ところが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていあり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作それが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていヨナが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい小屋を作を作建てたところだと言われててたところだと言った。われて

います。

　主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい建てたところだと言われててた小屋を作の愛そばに「私は生きているより死んだほうがましだ。」トウゴマ」を作生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされえさせまし

た。トウゴマは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」ヒマ」とも言った。い、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛種から「ヒマシ油」をから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」ヒマシ油」を」を作

作ります。3 メートルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とほど怒るの愛高い者も低いものも、家さにな東風を備えられた。太陽がり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作手を伸ばしていました。イスラエルから見れば敵の愛ひら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作の愛何が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい倍もあもあ

る大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽が葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのを作持っています。ですから、トウゴマはヨナの小屋っています。で仮小屋を作すから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作トウゴマは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナの愛小屋を作

に涼しい日陰を作ってくれたのです。それでヨナは、トウゴマしい日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がその陰の下にすわっていを作作ってくれたの愛で仮小屋を作す。それで仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作トウゴマ

を作とても喜んだ。びました。ところが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作翌朝、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていきてみると、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作トウゴ

マは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作虫を備えられた。虫がそのに噛まれ、枯れてしまっていました。日が高くなると、まれ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作枯れた。れてしまっていました。日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい高い者も低いものも、家くな東風を備えられた。太陽がると、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

焼けつくような東風を備えられた。太陽がけつくような東風を備えられた。太陽が東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作風を備えられた。太陽がが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていヨナを作襲いました。いました。

　すると、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作癇癪をおこして言いました。「私は生きていを作おこして言った。いました。「私は生きているより死んだほうがましだ。」私は生きているより死んだほうがましだ。」は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされきてい

るより死を願って言った。んだほうが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていましだ。」ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作先には、わがままな子には町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作わが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていままな東風を備えられた。太陽が子ど

ど怒るもの愛ように、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛命じになりました。令に逆らったのです。に逆ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作いましたが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ここで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作駄々を征服して大きくなり、イスラエルやっ

子どの愛ように、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作不きげんを直そうとされ満を作まき散らしています。怒りの感情に捕らえら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作しています。怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るりの愛感情に捕らえに捕らえら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作え

ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れていたの愛で仮小屋を作す。「私は生きているより死んだほうがましだ。」怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るり」の愛すべてが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい悪でいわけで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ありませ

ん。正しくないことに対する「怒り」は正義を保つ防波堤になしくな東風を備えられた。太陽がいことに対する「怒り」は正義を保つ防波堤になする「私は生きているより死んだほうがましだ。」怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るり」は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作正しくないことに対する「怒り」は正義を保つ防波堤にな義を保つ防波堤になを作保つ防波堤になつ防波堤になにな東風を備えられた。太陽が

ります。しかし、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作聖書」はたんなる物語ではなは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るっても、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作罪を犯させたネバテの子ヤロブを作犯させたネバテの子ヤロブしては町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がりませ

ん。日の夜明けに、一匹の虫を備えられた。虫がそのが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい暮れるまで憤ったままでいてはいけません」（エペソれるまで仮小屋を作憤ったままでいてはいけません」（エペソったままで仮小屋を作いては町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作いけません」（エペソ

4:26）と一致します。ヨナのニネベでの預言がアッシリアの政と教えています。たとえそれが「正義の怒り」であったえています。たとえそれが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい「私は生きているより死んだほうがましだ。」正しくないことに対する「怒り」は正義を保つ防波堤にな義を保つ防波堤になの愛怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るり」で仮小屋を作あった

としても、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るりが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい「私は生きているより死んだほうがましだ。」憎しみ」となり、罪となることが多いからしみ」とな東風を備えられた。太陽がり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作罪を犯させたネバテの子ヤロブとな東風を備えられた。太陽がることが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい多くの家いから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

で仮小屋を作す。それが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい正しくないことに対する「怒り」は正義を保つ防波堤になしいか間と、数多くの家違っているかに関係なく、自分の気にっているかに関係なく、自分の気にな東風を備えられた。太陽がく、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作の愛気にに

いら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がいことが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていあると、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るりの愛感情に捕らえで仮小屋を作反応するということがあするということが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていあ

ります。そうした態度を改めないでいると、大きなトラブルをを作改めまめな東風を備えられた。太陽がいで仮小屋を作いると、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽がトラブルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とを作

招くことになります。最近、私は、“くことにな東風を備えられた。太陽がります。最近、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作私は生きているより死んだほうがましだ。」は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作“A bad attitude is like a flat

tire. If you don’t change it, you’ll never go anywhere.” （悪でい態度を改めないでいると、大きなトラブルをは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作



パンに入クしたタイヤの愛ような東風を備えられた。太陽がもの愛だ。取り戻すことができたのです。列王記第二り替えないかぎりどこへえな東風を備えられた。太陽がいかぎりど怒るこへ

も行い、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤロブけな東風を備えられた。太陽がい。）と一致します。ヨナのニネベでの預言がアッシリアの政という言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのを作目に悪でにしました。怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るりは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作正しくないことに対する「怒り」は正義を保つ防波堤になしく取り戻すことができたのです。列王記第二り

扱われなければなりません。けれども、それは自分の力では出われな東風を備えられた。太陽がければな東風を備えられた。太陽がりません。けれど怒るも、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作それは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作の愛力では出で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

来たことを知っな東風を備えられた。太陽がいの愛で仮小屋を作す。私は生きているより死んだほうがましだ。」たちは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作皆、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようによって教えています。たとえそれが「正義の怒り」であったえ諭され、助けられされ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作助けられけら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れ

る必要があります。が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていあります。

　それで仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナに言った。われました。「私は生きているより死んだほうがましだ。」あな東風を備えられた。太陽がたは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作で仮小屋を作骨折らず、育てもせず、一夜ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

ず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作育てもせず、一夜てもせず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一夜で仮小屋を作生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一夜で仮小屋を作滅びたこのとうごまを惜しんでいる。びたこの愛とうごまを作惜しんでいる。

しんで仮小屋を作いる。まして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作わたしは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽が町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ニネベを惜しまないでいられようを作惜しんでいる。しま

な東風を備えられた。太陽がいで仮小屋を作いら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れようか。そこには町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作右も左もわきまえない十二万以上の人間と、数多くの家も左もわきまえない十二万以上の人間と、数多くの家もわきまえな東風を備えられた。太陽がい十二万

以上をおおうようの愛人間と、数多くの家と、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作数多くの家くの愛家畜とがいるではないか。」とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていいるで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がいか。」主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒る

りの愛感情に捕らえに捕らえら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作われていたヨナに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作きわめて単純な真理を示さな東風を備えられた。太陽が真理を明らかにしている「預を作示ささ

れました。「私は生きているより死んだほうがましだ。」一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛トウゴマよりも十二万人の愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやの愛ほうが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい大きな町ニネベを惜しまないでいられよう

切な真理を明らかにしている「預で仮小屋を作ある。」怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るりに捕らえら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作われると、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作あたりまえの愛ことが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい見きわめようと、その陰の下にすわっていえな東風を備えられた。太陽が

くな東風を備えられた。太陽がってしまうの愛で仮小屋を作す。イエスは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作こう言った。われました。「私は生きているより死んだほうがましだ。」きょう

あっても、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作あすは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作炉に投げ込まれる野の草さえ、神はこれほどに投げ込むように人々に言い、人々はやげ込むように人々に言い、人々はやまれる野の草さえ、神はこれほどの愛草さえ、神はこれほどさえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作これほど怒る

に装ってくださるのだから、ましてあなたがたに、よくしてくってくださるの愛だから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ましてあな東風を備えられた。太陽がたが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていたに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作よくしてく

ださら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がいわけが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていありましょうか。」（マタイ 7:30）と一致します。ヨナのニネベでの預言がアッシリアの政主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ト

ウゴマを作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作じめ野の草さえ、神はこれほどの愛草さえ、神はこれほどの愛一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうよう一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようにいたるまで仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛上をおおうようにいつ

くしみを作注いでくださっています。そうであるなら、それにいで仮小屋を作くださっています。そうで仮小屋を作あるな東風を備えられた。太陽がら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作それに

勝って私たち人間を愛し、あわれみ、心にかけてくださらないって私は生きているより死んだほうがましだ。」たち人間と、数多くの家を作愛し、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作あわれみ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作心にかけてくださらないにかけてくださら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がい

は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ずが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていありません。主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛前が最初に出てくるのは列王記第二に悔い改めまい改めまめているニネベを惜しまないでいられようの愛十

二万の愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやを作あわれまれるの愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作当然のことのように怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るの愛ことな東風を備えられた。太陽がの愛で仮小屋を作す。

　ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作典型的なイスラエル人でした。イスラエルを思う「愛な東風を備えられた。太陽がイスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王と人で仮小屋を作した。イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とを作思われます。う「私は生きているより死んだほうがましだ。」愛

国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロ者」だったで仮小屋を作しょう。しかし、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛ために、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛の愛愛を作狭く考く考

えていました。主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とにだけ向かうのですが、ヨナは港から船に乗って西へと、まったく逆けら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れており、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作他

の愛国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロ々を征服して大きくなり、イスラエルやは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛の愛怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るりの愛対する「怒り」は正義を保つ防波堤にな象でしかないと考えていたようです。しで仮小屋を作しかな東風を備えられた。太陽がいと考えていたようで仮小屋を作す。し

かし、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とだけが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい正しくないことに対する「怒り」は正義を保つ防波堤になしいの愛で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がい。異邦人だ

けが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい罪を犯させたネバテの子ヤロブ深みに沈みましたが、主が備いの愛で仮小屋を作もな東風を備えられた。太陽がいことを作学びました。イスラエルの人々びました。イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛人々を征服して大きくなり、イスラエルや

は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作たちは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛に選ばれた者だという誇りを強く持っていまばれた者だという誇りを強く持っていまりを作強く持っていまく持っています。ですから、トウゴマはヨナの小屋っていま



した。確かに、イスラエルは神に選ばれた国でした。けれどかに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛に選ばれた者だという誇りを強く持っていまばれた国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロで仮小屋を作した。けれど怒る

も、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作それは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい優れていて、他の国々が劣っているれていて、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作他の愛国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロ々を征服して大きくなり、イスラエルやが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい劣っているっている

から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ありませんで仮小屋を作した。イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい選ばれた者だという誇りを強く持っていまばれたの愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作カナ

ンに入の愛地で寄留者であり、エジプトで奴隷であった人々を、主がで仮小屋を作寄留者で仮小屋を作あり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作エジプトで仮小屋を作奴隷であった人々を、主がで仮小屋を作あった人々を征服して大きくなり、イスラエルやを作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい

あわれんで仮小屋を作くださったから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作で仮小屋を作す。で仮小屋を作すから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛の愛

選ばれた者だという誇りを強く持っていまびを作喜んだ。び、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作感謝することはできても、そのゆえに他を見下すすることは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作で仮小屋を作きても、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛ゆえに他を作見きわめようと、その陰の下にすわってい下にすわっていす

ことは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作で仮小屋を作きな東風を備えられた。太陽がかったの愛で仮小屋を作す。ところが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい神の愛の愛民は誤った「選民意は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作誤った「選民意った「私は生きているより死んだほうがましだ。」選ばれた者だという誇りを強く持っていま民は誤った「選民意意

識」を持ち、神の恵みをひとり占めして、それを他の国々にあ」を作持っています。ですから、トウゴマはヨナの小屋ち、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛の愛恵みをひとり占めして、それを他の国々にあみを作ひとり占めして、それを他の国々にあめして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作それを作他の愛国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロ々を征服して大きくなり、イスラエルやにあ

かしすることを作忘れてしまいました。主は、ヨナに、そしてイれてしまいました。主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作そしてイ

スラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ご自分で仮小屋を作の愛大きな町ニネベを惜しまないでいられようきく、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作広い愛を教え、神と人々い愛を作教えています。たとえそれが「正義の怒り」であったえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛と人々を征服して大きくなり、イスラエルや

に対する「怒り」は正義を保つ防波堤になする間と、数多くの家違っているかに関係なく、自分の気にった態度を改めないでいると、大きなトラブルをを作改めまめさせようとな東風を備えられた。太陽がさったの愛で仮小屋を作す。

　三、ヨナの預言ヨナの預言の預言悔い改めい改め改めめ

　「私は生きているより死んだほうがましだ。」あな東風を備えられた。太陽がたは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作で仮小屋を作骨折らず、育てもせず、一夜ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作育てもせず、一夜てもせず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一夜で仮小屋を作生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一

夜で仮小屋を作滅びたこのとうごまを惜しんでいる。びたこの愛とうごまを作惜しんでいる。しんで仮小屋を作いる。まして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作わたしは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

この愛大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽が町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ニネベを惜しまないでいられようを作惜しんでいる。しまな東風を備えられた。太陽がいで仮小屋を作いら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れようか。そこには町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

右も左もわきまえない十二万以上の人間と、数多くの家も左もわきまえない十二万以上の人間と、数多くの家もわきまえな東風を備えられた。太陽がい十二万以上をおおうようの愛人間と、数多くの家と、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作数多くの家くの愛家畜とがいるではないか。」とが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい

いるで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がいか。」ヨナ書」はたんなる物語ではなは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛呼ばれます。ヨナは、おそらくびかけで仮小屋を作終わっていまわっていま

す。これに対する「怒り」は正義を保つ防波堤になするヨナの愛返事に陸に戻りまは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ありません。いくら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作わが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていままな東風を備えられた。太陽が

ヨナで仮小屋を作も、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのには町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作反論できなかったのでしょう。おそらで仮小屋を作きな東風を備えられた。太陽がかったの愛で仮小屋を作しょう。おそら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

く、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのを作聞いたニネベいたとき、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうように審かれなければならかれな東風を備えられた。太陽がければな東風を備えられた。太陽がら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

な東風を備えられた。太陽がいの愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ニネベを惜しまないでいられようの愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がく、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がの愛だということに気に

付いたのだと思います。いたの愛だと思われます。います。

　ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作悔い改めまい改めまめたニネベを惜しまないでいられようの愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやを作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていあわれんで仮小屋を作おら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れる

ことに怒るのか。」ヨナは言った。「私が死ぬほど怒るっていましたが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのによって、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作もまた悔い改めまい

改めまめを作必要があります。とする罪を犯させたネバテの子ヤロブびとで仮小屋を作あることを作身の預言者、にしみて分で仮小屋を作かりまし

た。列王記第二 14:25 で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛しもべ」と呼ばれます。ヨナは、おそらくばれて

います。すこしも「私は生きているより死んだほうがましだ。」主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛しもべ」ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作しくな東風を備えられた。太陽がかったヨナが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛

後、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうように取り戻すことができたのです。列王記第二り扱われなければなりません。けれども、それは自分の力では出われ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作変え、イスラエルはアッシリアの圧迫から救われて、失っえら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れていったことが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい分で仮小屋を作かります。人



は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作真実なのです。に悔い改めまい改めまめることで仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作聖霊の働きを受け、古い性質かの愛働きを受け、古い性質かきを作受け、古い性質かけ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作古い性質かい性質かか

ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作きよめら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作新しい人になることができるのです。しい人にな東風を備えられた。太陽がることが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていで仮小屋を作きるの愛で仮小屋を作す。

　罪を犯させたネバテの子ヤロブが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい分で仮小屋を作かるというの愛は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作一般的なイスラエル人でした。イスラエルを思う「愛に、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」世」と呼ばれます。ヨナは、おそらくの愛中で何が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作悪でい」、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」人

間と、数多くの家には町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作罪を犯させたネバテの子ヤロブが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていある」ということを作認めるだけのことではありませめるだけの愛ことで仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ありませ

ん。他の愛誰でもない、この私が罪びとなのだということを知っで仮小屋を作もな東風を備えられた。太陽がい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛私は生きているより死んだほうがましだ。」が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい罪を犯させたネバテの子ヤロブびとな東風を備えられた。太陽がの愛だということを作知ってる？ お魚を食っ

て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作じめて「私は生きているより死んだほうがましだ。」罪を犯させたネバテの子ヤロブ」が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい分で仮小屋を作かります。そして自分で仮小屋を作の愛罪を犯させたネバテの子ヤロブを作心にかけてくださらないから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作悔い改めま

い改めまめ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛あわれみを作求め、その罪から救われるとき、主のめ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛罪を犯させたネバテの子ヤロブから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作救われて、失っわれるとき、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛

恵みをひとり占めして、それを他の国々にあみ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作あわれみが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていど怒るんな東風を備えられた。太陽がに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作広い愛を教え、神と人々く、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作深みに沈みましたが、主が備いもの愛かが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい分で仮小屋を作かるように

な東風を備えられた。太陽がるの愛で仮小屋を作す。

　話す時は、いつもそう言って始めます。は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作 18 世」と呼ばれます。ヨナは、おそらく紀の英国に飛びますが、ジョン・ニュートンは、の愛英国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロに飛びますが、ジョン・ニュートンは、びますが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ジョンに入・ニュの子アマツヤートンに入は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

船に乗って西へと、まったく逆長であった父親に従って船員となり、奴隷の輸送船に乗ってで仮小屋を作あった父親のイに従って船員となり、奴隷の輸送船に乗ってって船に乗って西へと、まったく逆員も乗客もとな東風を備えられた。太陽がり、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作奴隷であった人々を、主がの愛輸送船に乗って西へと、まったく逆に乗って西へと、まったく逆って

働きを受け、古い性質かいていました。その愛ころの愛彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされの愛生えさせ、彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされ活は酒やギャンブルに浸っは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作酒やギャンブルに浸っやギャンに入ブルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とに浸っっ

た、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作荒れたもの愛で仮小屋を作した。しかし、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうよう気ににな東風を備えられた。太陽がってその愛罪を犯させたネバテの子ヤロブを作

悔い改めまい改めまめました。彼の頭の上の陰として、ヨナの不きげんを直そうとされは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作船に乗って西へと、まったく逆員も乗客もを作辞め、め、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作1755 年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とに聖職者への愛道を歩を作歩

みは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作じめ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作1764 年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王と、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作39歳の時に英国教会の司祭となりましの愛時は、いつもそう言って始めます。に英国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロ教えています。たとえそれが「正義の怒り」であった会の司祭となりましの愛司祭となりましとな東風を備えられた。太陽がりまし

た。当時は、いつもそう言って始めます。、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イギリスは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作奴隷であった人々を、主が貿易で利益をあげていたのですで仮小屋を作利益をあげていたのですを作あげていたの愛で仮小屋を作す

が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作1788 年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王と、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ニュの子アマツヤートンに入は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作『奴隷貿易について思う』というパ奴隷であった人々を、主が貿易で利益をあげていたのですについて思われます。う』というパ

ンに入フレットを作出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作版し、かつて奴隷貿易に船員として関わった自し、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作かつて奴隷であった人々を、主が貿易で利益をあげていたのですに船に乗って西へと、まったく逆員も乗客もとして関わった自

身の預言者、の愛罪を犯させたネバテの子ヤロブを作告白し、奴隷貿易の非人道性を訴えました。これは、し、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作奴隷であった人々を、主が貿易で利益をあげていたのですの愛非人道を歩性を作訴えました。これは、えました。これは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

奴隷であった人々を、主が貿易で利益をあげていたのですの愛廃止のために働いた若き国会議員ウィリアム・ウイの愛ために働きを受け、古い性質かいた若き国会議員ウィリアム・ウイき国を作ったのも同じ名のヤロブアムですので、こちらのヤロ会の司祭となりまし議員も乗客もウィリアムが王と・ウイ

ルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とバーフォースを作励ますものとなりました。ウィルバーフォーますもの愛とな東風を備えられた。太陽がりました。ウィルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とバーフォー

スが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい提出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作した奴隷であった人々を、主が貿易で利益をあげていたのです禁止のために働いた若き国会議員ウィリアム・ウイの愛法律は、は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作1807 年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とに成立しました

が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ジョンに入・ニュの子アマツヤートンに入は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛成立を作見きわめようと、その陰の下にすわってい届けようと、町を一望できる場けてから出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛

12月に世を去りました。に世」と呼ばれます。ヨナは、おそらくを作去りました。りました。

　讃美歌“Amazing Grace”は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作1772 年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王とに、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛ニュの子アマツヤートンに入に

よって書」はたんなる物語ではなかれました。その愛第一節目に悪では町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作こうで仮小屋を作す。

　　Amazing grace! How sweet the sound
　　That saved a wretch like me.
　　I once was lost, but now am found,



　　Was blind but now I see.

ニュの子アマツヤートンに入は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作を作“wretch” と呼ばれます。ヨナは、おそらくんで仮小屋を作いますが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作これには町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

「私は生きているより死んだほうがましだ。」悪で党」「人でなし」という意味があります。ニュートンはそ」「私は生きているより死んだほうがましだ。」人で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がし」という意味があります。ニュートンはそが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていあります。ニュの子アマツヤートンに入は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作そ

んな東風を備えられた。太陽が言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどのを作使って東にってまで仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作自分で仮小屋を作の愛罪を犯させたネバテの子ヤロブを作徹底で眠っていました。ヨナは自分のせいで嵐が来たことを知っして悔い改めまい改めまめたの愛で仮小屋を作

す。そして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作そんな東風を備えられた。太陽が自分で仮小屋を作にも、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛の愛恵みをひとり占めして、それを他の国々にあみが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい注いでくださっています。そうであるなら、それにが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていれていことに感

動して、“して、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作“Amazing grace”という言った。葉だけでした。ニネベの町は行き巡るのに三日かかるほどので仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作その愛賛美を作始めます。めたの愛

で仮小屋を作す。自分で仮小屋を作の愛罪を犯させたネバテの子ヤロブの愛深みに沈みましたが、主が備さを作知ってる？ お魚を食る者だけが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作神の愛の愛恵みをひとり占めして、それを他の国々にあみの愛高い者も低いものも、家さに感動して、“

することが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていで仮小屋を作きるの愛で仮小屋を作す。

　ヨナ書」はたんなる物語ではなは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムが王との愛敵で仮小屋を作あったニネベを惜しまないでいられようの愛人々を征服して大きくなり、イスラエルやさえも愛し

てくださった主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛大きな町ニネベを惜しまないでいられようきな東風を備えられた。太陽が愛を作教えています。たとえそれが「正義の怒り」であったえています。また、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作わが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていまま

で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作反抗的なイスラエル人でした。イスラエルを思う「愛で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作気にまぐれな東風を備えられた。太陽がヨナに忍耐のかぎりを尽くし、教の愛かぎりを作尽くし、教くし、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作教えています。たとえそれが「正義の怒り」であった

え、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作諭され、助けられしてくださった主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛深みに沈みましたが、主が備い愛を作も教えています。たとえそれが「正義の怒り」であったえています。聖書」はたんなる物語ではなは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作言った。

います。「私は生きているより死んだほうがましだ。」主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作…イスラエルの領土を回復した。それあな東風を備えられた。太陽がたが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていたに対する「怒り」は正義を保つ防波堤になして忍耐のかぎりを尽くし、教深みに沈みましたが、主が備くあら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れるの愛で仮小屋を作

あって、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ひとりで仮小屋を作も滅びたこのとうごまを惜しんでいる。びることを作望できる場まず、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作すべての愛人が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわってい悔い改めまい改めま

めに進むことを望んでおられるのです。」（ペテロ第二むことを作望できる場んで仮小屋を作おら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れるの愛で仮小屋を作す。」（ペテロ第二 3:9）と一致します。ヨナのニネベでの預言がアッシリアの政

私は生きているより死んだほうがましだ。」たちは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作皆、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作この愛主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようの愛忍耐のかぎりを尽くし、教とあわれみによって救われて、失っわれました。

この愛愛を作さら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作に知ってる？ お魚を食り、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ほめたたえ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作そして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作人々を征服して大きくなり、イスラエルやにあかしして

いきたいと思われます。います。

　（祈り）り）

　父な東風を備えられた。太陽がる神の愛様、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作ヨナの愛物語のキャラクターでを作通して語られたことばのとおりであっして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作あな東風を備えられた。太陽がたの愛愛の愛広い愛を教え、神と人々さと深みに沈みましたが、主が備さ

を作教えています。たとえそれが「正義の怒り」であったえていただき感謝することはできても、そのゆえに他を見下すします。あな東風を備えられた。太陽がたの愛愛によって、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作私は生きているより死んだほうがましだ。」たちは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作

真実なのです。な東風を備えられた。太陽が悔い改めまい改めまめに導かれ、悔い改めを通して、さらにあなたのかれ、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作悔い改めまい改めまめを作通して語られたことばのとおりであっして、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作さら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作にあな東風を備えられた。太陽がたの愛

愛を作知ってる？ お魚を食ることが起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていで仮小屋を作きました。私は生きているより死んだほうがましだ。」が起こるかを見きわめようと、その陰の下にすわっていあな東風を備えられた。太陽がたの愛愛を作受け、古い性質かけているな東風を備えられた。太陽が

ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作他の愛人は町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作な東風を備えられた。太陽がおの愛ことで仮小屋を作す。あな東風を備えられた。太陽がたの愛愛を作より強く持っていまく確かに、イスラエルは神に選ばれた国でした。けれど信しし

て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作「私は生きているより死んだほうがましだ。」主は一本のとうごまを備え、それをヨナの上をおおうようは町から出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作あな東風を備えられた。太陽がたを作愛しておら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作れる」と人々を征服して大きくなり、イスラエルやに知ってる？ お魚を食ら出て、町の東の方にすわり、そこに自分で仮小屋を作せることの愛

で仮小屋を作きる私は生きているより死んだほうがましだ。」たちとしてください。イエス・キリストの愛お名前が最初に出てくるのは列王記第二で仮小屋を作祈

ります。


